
オペラは「ゴシック」か  

『ロザモンドj における「古代」イングランド  

松田 幸子   

1．はじめに：1700年代におけるイタリア・オペラの隆盛  

ロンドンで初めて上演されたイタリア・オペラはトマス・クレイトン作曲のFアルシノ  

エ（」r∫加e）』（1705）であるとされる1。けルシノエ』の成功により、ロンドンの劇場では多  

くのイタリア・オペラが上演されるようになり2、ついに1711年、ゲオルク・フリードリ  

ヒ・ヘンデル（GeorgeFriedrichH温ndel）による「リナルド（Rinaldb）』が演じられるに至り、ロ  

ンドンにおけるイタリア・オペラへの熱狂は最高潮を迎えるとされる。   

この風潮に異議を唱えたのが、1711年創刊された日刊紙『スベタティター（勘ecねわr）』  

の編集者ジョセフ・アデイソン（JosephAddison）であった。Fスペクティターj第29号（1711  

年4月3日）において、彼はイタリア・オペラの隆盛をまさに侵攻と受け止めている。  

IamtherefbrehumblyofOpinion，thatanEnglishComposershouldnotfo1lowtheItalian  

RecitativetooserviIely，butmakeuseofmanygentleDeviations什omit，irlCompliance  

withhis owrNative Language．…IwouldallowtheItalian Operatolend our English  

Musickasmuchasmaygraceandsoftenit，butneverentirelytoannihilateanddestroyit．  

（121）  

イングランドの作曲家があまりに「奴隷のように」（SerVilely）イタT）ア■オペラの歌唱法で  

あるレチタティーヴオに従えば、イタリアの音楽がイングランドの音楽を「全滅させ、破  

壊する」（annihilateanddestroy）のだと危慣するアデイソンであるが、彼が心からオペラを嫌  

悪していたとはいいがたい。というのも現在論じられることは少ないが、実は彼はオペラ  

の台本を書いたことがあるのである。   

本稿では、アデイソンによるオペラrロザモンド』（伽∫α湘乃卯こついて論じる。1700年  

代初頭、ロンドンではイタリア・オペラが熱狂的に歓迎された一方で、それに対する反感・  

嫌悪感も様々な形で表現された。さらに、これまで進められてきたイングランド独自のオ  

ペラを創出するという試みが忘れられたわけではなかった。そのような試みの一つとして、  

アデイソンによるFロザモンドjをとらえるとともに、1700年代以降オペラを論じる際に  

ついてまわる「ゴシック」（Gothic）という語の持つ意味を問うのが、本稿の削勺である。そ  

うすることで明らかになるのは、Fロザモンド』において、イングランドのあるべき過去が  

想起され、「ゴシック」という語を媒介とイングランド・オペラが立ちあげられていく、そ  

の過程である。  
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2．『ロザモンド」における過去の想起：プレニム城というモニュメント   

1707年ドルリー・レーン劇場において上演された『ロザモンド』は3、ギリシア神話か  

ら主題をとることの多いイタリア・オペラとは異なり、イングランドのロザモンド伝承に  

焦点をあてたものになっている。ロザモンドの伝承とは、12世紀、プランタジネット朝  

（Plantagenet）の初代イングランド王ヘンリー2世（HenryII）が愛妾ロザモンドを愛するあま  

り、居城であるウッドストック（Woodstock）に離宮を建て迷宮を作るが、王妃エレノア  

（Eleanor）の嫉妬を買い、結局ロザモンドは迷宮の秘密を解いた王妃に殺されてしまうとい  

うもので、これは史実に基づく伝説としてイングランドにおいては広く流布していた4。伝  

承と『ロザモンド』が大きく異なるのは、ロザモンドの死後の展開である。このオペラで  

は、なんとロザモンドは「生き返る」のだ。   

『ロザモンド』において、王妃は伝説の通り迷宮の謎を解き、ロザモンドを毒殺する。  

ガリア人（Gaul）との戦いから帰還したヘンリーは、真っ先にロザモンドに会いにやって  

くるが、そこで彼女が死んでいることに気がつく。バラッド等では、そこで物語は終わり、  

ロザモンドはウッドストックに葬られたと結ばれるのみである5。しかし、『ロザモンド』  

の王妃は慈悲深い。王が悲しむ姿をみて、実は毒薬はエジプトの薬であり人を仮死状態に  

するだけだと告げるのである。眠りから覚めたロザモンドをみた王は罪を悔い、女王と和  

解する。  

QUEEN．BelieveyourRosamondalive．  

KINGOhappyDay！OpleasingView！  

MyQueentbrgives－  

QUEEN．～MyLordistrue．  

KmG．NomoreI’11change．  

QUEEN．NomoreI’llgrieve・  

BOTH．Buteverthusunitedlive．（34）6  

これまで嫉妬に燃えていた王妃と王妃を疎んでいた王は、これからは「→つになって生き  

ていく」（“unitedlive”）と歌う。なぜ『ロザモンド』において、ロザモンドは生き返り、王  

と王妃は和解するのか7。唐突な展開を迎えて終わるようにもみえるこのオペラを当時の文  

脈に置きなおすことで、それらの問いに答えることから議論を始める。   

そもそも、なぜアデイソンはロザモンド伝承をオペラの題材に選んだのか。この間いに  

答えるのは、それ程牲しいことではない。ロザモンドの迷宮があったとされるオクスフォ  

ードのウッドストックは、当時大いに人々の関心を集めていた場所であった。そこには、  

マールバラ公ジョン・チャーチル（JohnChurchi11，lstDukeofMarlborough）のスペイン継承戦  
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争プレニムの戦い（theBattleofBlenheim，WaroftheSpanishSuccession，170ト1714）における  

戦功を誘える壮麗な城、プレニム城（BlenheimCastle）が建設されつつあったのである。  

1701年、スペインり、ブスブルグ家のカルロス2世（CarlosII）の後継をめぐって、スペイ  

ン継承戦争が勃発すが。スペイン、ブルボン朝フランス、オーストリア・ハプスプルグ家  

はそれぞれ王位継承権のある候補者を立てるが、カルロス2世の遺言によりフランス国王  

）L／イ14世（Louis XIV）の孫であるフランス皇太子アンジュー公フィリップ（Philip，duc  

d■Ar函u）がスペイン王となってしまう。オーストリア・ハブスプルグ家の神聖ローマ帝国  

皇帝レオボルド1世ほ、自身の擁立したカール（Charles）の継承を主張するため、フランス  

の勢力拡大を阻止したいイングランド、ネーデルランド7州からなる連邦共和国と大同盟  

を組み、フランス・スペイン両国と戦争を開始する。フランスがアルザスを占拠し、オー  

ストリアまで進軍する中で、け04年、イングランドとネーデルランド連邦の同盟はドナウ  

川流域のプレニムにおける歴史的な戦いに勝利をおさめる。   

このときのイングランド王はジェイムズ2世の次女アン（Anne）であり、指揮官としてこ  

の戦争に派遣されていたのがマールバラ公であった。マールバラ公はプレニムでの輝かし  

い勝利の報酬として、アン女王からヘンリー1世（HenⅣⅠ）によって拓かれたとされるウッド  

ストック荘園（WoodstockManor）を与えられる。とりわけヘンリー2世はそこを好んだとい  

われており、愛妾ロザモンドを住まわせたのもこの館である。当時プレニム城は、人々の  

関心を集めたようで、城についての詩も多数作られている9。フランス・スペイン両軍に対  

する勝利によって、イングランド人はウッドストックという場を通し、自らの歴史を「再  

発見」したのである。   

アデイソンがオペラを執筆するにあたってロザモンド伝説を主題に選んだのも、これら  

の状況をふまえてのことであろう。『ロザモンド』のタイトル・ページからは、このオペラ  

がマールバラ公爵夫人サラ・ジェニ ングス（SarahJennings）に捧げられたことが確認できる。  

このオペラでは、ロザモンドは伝説通りウッドストックの迷宮の奥にある館（Bower）に住ん  

でいるとされ、この場がウッドストックであることほ常に強調される。1幕1場で幕が開  

くと、そこにはり■ッドストックの景観が広がっている。  

月クr∂岬eCrq／勒0血わでムーP甜戊，励Ⅶ血頭喝・山鹿鮎wer  

EnterQueenandPage  

Queen．WhatPlaceishere！  

WhatScenesappear！  

Wheree’verIturnmyEyes，  

Allaround  

EnchantedGround  

Andsof［Elysiumrise．（l）  
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矧力摘柑橘猪プレニム城蔓（）  

このオペラの露割は残ってはいないがも ここで示されている「ウソド筑†∵ブタ∵㌧パ」・タ＿j  

撒こ〕ギタds眈紅屋〕aぎ射とは、おそらく当時建設されつ′）あるプレこふ機の鹿掃きを攫Lたものだっ  

たに違いなし㌔。入場LたE胤は、ウッドス苗、ツタの地が掛晴らしい景観凍誇亮ていること  

に感嘆する£，闇瀾右脚画皿匪蟻たとえむれ㌫”凋虹凋花紆咲＝扶養L森∴即断川  

があり、ロザーモンドグ）怯む鯨に続いている。－ このようにこのオペラでは掌るところでウッ  

ドストノクげ）叢Lさが述べられるが、アデイソンはただ妓設きれつつあるプレニム城を誘  

えているのみではない。アデイソンは、ガ1ノア人、すなわちフランス軍と交戦中のヘンリ  

ー2世をえがくことで1．この城を建設するきっかけとなった1フ糾鮮のイングランドの歴史  

軋勝利をもこのオペうの中に取り込もうとする〔コ   

ロザモンドが似柁状態妄二陥った複、ヨ幕巨曝で㌦㍉ンリ・仰は呈人‡†妾宅りている（27）。そこにや  

ってくるのがプープトング）i油守護充使たちであるlま。とぐんな暗もブリトンモミを守讃してい  

るのだという彼らほ％ ヘンリー叫が喜眠り済沖で恐ろいナゝ夢をみているようだとして、壮施な  

けレニム撼の冨紺・図」伸鞘弛一用椚弘狐鹿汝こ一説S槻（2蕃揉みせ、彼の首しみをなだめようと  

する。ノ守護充俺は次のように敵う。  

∴＼Nしけ卜廿）1．jこし、、し・！■小石川ヽ⊥＝し上しナけ…＝1▲し】  

l11′レ1・∴＼ノ；∴＼Ⅲ1」llト∴lJl卜しLi、い＝＝しi二  

Wh紬紺野み頭蜘ほ油湖は融椚  

バ∴r‘′とf・～ご′∴∴Iヽiiご已、l小叫川1卜州1  

】rlしil・し・山＝しlハ■晶しゝllヽJ㌧Jト㍑し、し・しeしi二  

伽払五1打倒壷焼血納品狛繭旧ぬ醜  

いし■丹＝h吊几仙＝1し宜情け高巨半、  

加齢噺船脚細適齢油壷鋸南・f27一之8）  
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守護天使は予言的に、後世のフランス軍との戦いを呼び起こす。クレシー（Cressy）とは、  

エドワード3世の治世時に始められた百年戦争（TheHundredYearsWar）（1337－1453）にお  

いて、黒太子エドワード（BlackPrince，Edward）がフランス軍を破った（1346年）フランス北部  

にある町であり、またアジャンクール（Agincourt）も同様に、百年戦争においてヘン1）－5  

世（HemγV）がフランス軍に勝利をおさめた（1415年）村である。守護天使は、これら過去の  

イングランドの戦いと、先のスペイン継承戦争におけるプレニムでの勝利とを結びつける。  

守護天使によるなら、黒太子エドワードも、ヘンリー5世も、マールバラ公も「いまだ生  

まれぬブ1）タニアの英雄」（Brl（annia，sHeroesyetunborn）であるが、彼らと彼らの勝利を結  

びつけるのは、他ならぬウッドストックである。『ロザモンド』は、ウッドストックという  

地を媒介にして、イングランドの過去と現在を想起させ、イングランドの歴史を語りなお  

そうとするオペラであり、プレニムの戦いのモニュメントを建設しようとする同時代的な  

欲求に呼応していると考えることができるだろう。  

3．戦いをいかに語るか：言語間の闘争としてのオペラ  

『ロザモンド』を辛がけたアデイソンは、『キャンペーン（mぽC加甲両脚）』（1704）におい  

てもマールバラ公の戦功を終えている。『キャンペーン』では、フランス・スペイン両軍と  

の激しい戦闘と、マールバラ公の進軍の様子がカブレットによって叙事詩的にえがかれる。  

プレニムの戦いで、マールバラ公が勝利したところでこの詩は終わるが、アデイソンは舷  

終行に次のように付け足す。  

ThuswouldIfhinBritannia’swarsrehearse，  

lnthesmoothrecordsofaf五ith凡1Lverse；  

That，irsuchnumberscano’ertimepreva軋  

Maytellposteritythewondroustale・（54）   

彼は、プ1）タニアの戦いを「寅実に忠実」（fhithRll）な詩で、「簡明」（SmOOth）な記録を「滑  

り」（rehearse）たかったという。もしこの詩が時を経て後世に伝わっていけば、驚嘆すべき  

蔚を彼の人に伝えられるだろうと。アデイソンは、この詩が寅実に忠実で、簡明であるこ  

とにこだわっているようであり、さらに次のように述べる。  

Whenactions，unadorn’d，arefhintandweak，  

Citiesandcountriesmustbetaughttospeak；  

Godsmaydescendinfhctions什omtheskies，  

Andrivers丘omtheiroozybedsarise；  
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Fictionmaydeckthetruthwithspuriousr鱒yS，  

Androundtheherocastaborrow’dblaze．  

Marlborough’sexploitsaredivinelybright，  

Andproudlyshineintheirownnativelight・（54）  

ある行為が弱いものである場合、それを物語にする際には、街や土地が話し、空から神々  

が降臨し、川が立ち現れて初めて仮初めの光の中で輝くが、マールバラ公の行ったことは  

それ自体神々しいのでそのままで輝くという。自らの辞に偽りがないことを保証する言葉  

であるともとれるが、ここで注意したいのは、アデイソンが歴史を「語りなおす」（rehea胱）  

行為に、極めて意識的なことである。彼は、ある行為が時代を超えて語りなおされること  

の効果を認識しているのである。一見彼は真実を飾り立てることに対して批判的なように  

思われるが、彼はすべてのフィクションを否定しているわけではない。アデイソンがここ  

で退けるのは、街や土地、神々、川が人格化されて登場する類のフィクションである。こ  

れは、『ロザモンド」において排除されている、オペラに特有の寓意表現である。   

一般的にオペラは神話的・牧歌的世界を舞台とし、神々や英雄などが登場するのが定番  

であった。そうでない場合にも『アーサー王（〟′喝血力〟r）』（1691）のように、物語が大団円  

を迎えた後は、結婚や海の神々が登場し、マスクによって華々しいスペクタクルが演じら  

れる1ヱ。実は、Fロザモンド』にはこれらの寓意的な人物ないしは表現は登場しない。また、  

幕間のダンスや大団円の後のマスクも確認できない。それに類する存在は守護天使である  

が、彼らも歌い踊るわけではなく、ただヘンリーにプレニム城の光景をみせるのみである。  

すなわち、アデイソンは『キャンペーン』で行ったことを、オペラにおいても行っている  

のだといえる。彼はオペラにおいても「真実に忠実」で「簡明」な表現を心がけたのであ  

る。イングランドの歴史を「物語」として語りなおす上で、これは彼にとって重要なこと  

であった。   

アデイソンは『スペクテイクー』にオペラに関する論考を何本か寄せているが、その際  

イタリア・オペラの受容の問題は、しばしば言語の問題に還元される。rスペクティター』  

第18号（1711年3月21日）で、イタリア・オペラがイングランドに進攻してくる際の問題  

として真っ先に挙げられるのは、それが後の人にとっては「理解不可能」となってしまう  

可能性である。  

ForthereisnoQuestionbutourgreatGrand－Childrenwi11beverycurioustoknowthe  

Rea50nWhytheirFore－fathersusedtosittogetherlikeanAudienceofForeignersintheir  

OWnCountry，andtohearwholePlaysactedbefbretheminaTbnguewhichtheydidnot  

understand．（55）  

ここではイタリア・オペラをみて後の世の孫は、なぜ祖父が理解できない言語を聞いてい  
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るのかわからないだろうと述べられる。   

このようなアデイソンの懸念は、最終的には歴史を正しく記述できないことへの不安と  

なる。  

InthemeanTimeIcannotfbrbearthinkinghownaturallyanHistorian，WhowritesTwoor  

ThreehundredYearshence，anddoesnotknowtheTbsteofhiswiseFore－fathers，Willrnake  

thefb1lowingReflection，IntheBqglnningqf．theEなhteen［hCentufV theItalian7bngue  

Wα∫∫OWぞ／J〟〃滋rぶ00d加古習gJα〃dめdJqperd∫We′・ゼロCJgdo〃才力ep〟抽cAふ昭e′〃Jわdチ  

ェロ愕喝e．（56）  

このままでは後の歴史家は、18世紀の初頭イングランドではイタリア語がよく解されてい  

て、劇場ではイタリア語によるオペラが上演されたと記すに違いないと彼は述べる。もち  

ろんこれはアデイソンの皮肉であり、彼が実際このように考えていたとは言い難いが、こ  

こには『キャンペーン』に表明されたものと同種の歴史記述に対する認識が確認できるだ  

ろう。すなわち、「簡明な」英語でより「忠実に」歴史は伝達されるべきなのである。アデ  

イソンにおいてイタリア・オペラの隆盛は、言語上の侵略でもあったが、このとき危憤さ  

れているのは意味のわからない言語が流行ることで、歴史が「正しく」伝わらない町敵性  

である。アデイソンは『キャンペーン』において「簡明」かつ「真実に忠実」な歴史を物  

語ろうとしたと述べるが、オペラ的な寓意表現を排した『ロザモンド』においても同種の  

試みを行ったと推察できる。   

4．偽りのウィットとの戦い：「ゴシック」の神殿  

言語をめぐる争いを、アデイソンはさらに別の形でもえがく。それが『スペクティター』  

第63号（1711年5月12日）の「偽りのウィットの国」（theRegionofFalseWit）である。この  

論考は、彼がある暗みた夢を元にしたものである。「偽りの女神」（theGoddessofFalsehood）  

によって支配される、驚異に満ちた「偽りのウィットの国」に迷い込むことからこの夢は  

始まる。  

ThereisnothingintheFields，theWoods，andtheRivers，thatappearednatural．Severalof  

theTreesblossornedinLeaf・Gold，SOmeOfthemproducedBone－Lace，andsomeofthem  

precious Stones．The Fountains bubbledin anOperaTune，andwere fi11edwith Stags，  

Wild－Boars，andMermaids，thatlivedamongtheWaters；atthesametimethatDoIphinsand  

SeVeralkindsofFishplayed upontheBanksortooktheirPastimeintheMeadows．The  

BirdshadmanyofthemgoldenBeaks，andhumanVoices．（194）  
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「偽りのウィットの国」の野や森や川には何もなく、木は黄金の葉をつけ、宝石を生むも  

のもある。泉はオペラの曲を奏で、そこには鹿やイノシシや人魚が住んでいる。川にはイ  

ルカや魚が遊んでいて、鳥は黄金の囁を持って、人間の声で歌うという。ここで注目した  

いのは、この「偽りのウィットの国」が、しばしばオペラの比喩で語られることである。  

泉はオペラの調子で音を立て、人間の声で歌う金色の囁をもつ鳥がいる。さらに、進むと  

さらに驚くべきことが起る。森では独り言が人工的なエコー（artincialEcchoes）によってあ  

たりに反響し、彼に同意したり反対したりしたというのである（194）。このエコーもオペラ  

では好んで用いられた手法であった。   

エコーというみえない道連れとともに歩を進めてゆくうちに、彼は暗い森の中心にたど  

り着く。  

IdiscoveredintheCentreofaverydarkGroveamonstrousFabrickbuiltaftertheGothick  

manner，and coveredwithinnumerable Devicesinthatbarbarous kind ofSculpture．I  

immediatelywentuptoit，andfbundittobeakindofHeathenl七mpleconsecratedtothe  

GodorDullness．（194）  

彼がそこでみつけたものは、ゴシック様式で建てられた異様に大きな建物であった。アデ  

イソンはここで様々な「偽りのウィット」を目撃する。それらは「アナグラム」（Anagrams）、  

「アクロスティツタ」（Acrosticks）、「年代表示銘」（Chronograms）等のいわゆる雉解な「言  

葉遊び」であり、これらの「偽りのウィット」は、このゴシック風の神殿のいたるところ  

で遊んでいる。この場から早く立ち去ろうとさらに野を歩いてゆくうち、なんと彼は「真  

実」（Truth）の軍勢に出くわす。こちらの軍勢には「英雄詩」（HeroicPoetry）、「悲劇」（Tragedy）、  

「喜劇」（Comedy）等が控えており、彼はこれら「真実のウィット」と「偽りのウィット」  

の軍勢が戦うのをみる。   

注目すべきは、これらの「偽りのウィット」が住まう固が、オペラの比喩で語られるこ  

と、さらに、この国の描写はオペラにおける「美しさ」の表現のパロディであることであ  

る。『ロザモンド』2幕2場において、王妃の小姓がロザモンドの館の美しさに感嘆しても  

らす次の台詞を確認しよう。  

OthesoftdeliciousViel埠  

EverCharmlngeVerNew！  

Greensofvari0usShadesarise，  

Deck’dwithFlow’rsofvariousDies；  

PathsbymeetingPathsarecrost，  

Al1evsinwindingAlleyslost；  

FountainsplayingthroughtheTrees，  
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GivesCoolnesstothepassingBreese．（19）  

花の咲く森、緑の木立、泉の立てる水晋など、「偽りのウィットの国」に登場する様々な要  

素が、Fロザモンドjには登場することが確認できる。このような風景は、FロザモンドJ  

のみならずオペラにしばしば登場する「楽園」の表現であり、このようなオペラ的表現こ  

そが、アデイソンの夢においては「偽りのウィット」として椰捻の対象になっているとい  

える。すなわち、「簡明」なイングランドのオペラを創出する試みに際して、アデイソン自  

身も、オペラのコンヴェンションから完全には自由にはなりえないという事実がここで露  

呈しているのだ。オペラを製作しつつ、批判するという矛盾した行為の中で、アデイソン  

もまた複雑な受容の様相を示している。   

このような形で、アデイソンの夢の中で、「偽りのウィット」として、またはその隠喩と  

して機能するオペラであるが、これらの「偽りのウィット」が住む場所として登場するの  

が、ゴシック様式の神殿である。すなわち、「アナグラム」などの言葉遊びに代表される「偽  

りのウィット」とは、アデイソンにとってオペラ的なものでありかつ「ゴシック」的なも  

のであるということになる。「ゴシック」とは何なのか。このようなオペラと「ゴシック」  

との結びつきは偶然なのだろうか。   

5．「ゴシック」なものとしてのオペラ  

アデイソンのいう「ゴシック」とは何なのか。「ゴシック」はゴート人を指すGothを原  

轟としているが、ルネサンス期の古典主義者によってギリシア・ローマ時代以降に作られ  

た建築物はゴート人によって持ち込まれたと考えられ、「ゴート人の」（Go也k）という形容  

がされた。この様式はギリシア・ローマ様式と対比的に洗練されていないとみなされたの  

で、「ゴシック」という語は「野蛮な」（barbarous）という意味を持つようになり、秩序・簡  

明さ・実用の古典建築と、無秩序・装飾過多・卑小なゴシック建築という対立構造が確立  

する。建築に限らず様々なものに村してこの語は用いられるが、18世紀前半には「野蛮な」  

という意味が薄れ、中立的に「中世の」という意味を持つにいたる13。   

アデイソンはrスペクティターJにおいて、しばしば「ゴシック」という語を用いて対  

象を攻撃する。例えば「よい趣味」（“Finelおte，，）について論じる『スペクティター」第409  

号（1712年6月19日）では、エピグラムでの「ウィットをひねること」（“TurnsofWit”）（273）、  

「無理やりの裔想」（“fbrced Conceits，，）（273）が、「よい趣味」を台無しにする「ゴシック趣  

味」（“Gothic Tbste，，）であるとして退けられる。すなわち、この当時何か「ゴシック」なも  

のが確固として存在していたわけではなく「よい趣味」とは逆のもの、「野蛮」だとされる  

ものを指し示す語として「ゴシック」は機能していたと考えるほうが適切である。アデイ  

ソンの夢においてオペラと「ゴシック」とはともに「よい趣味」ではない「野蛮」なもの  

として結びつけられているのである。  
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オペラを「ゴシック」であるとみなしたのは、アデイソンのみではない。柑世紀初頭に  

活躍した劇作家兼批評家のジョン・デニス（John Dennis）は、オペラを「ゴシック」なもの  

として排斥しようとした最初の人物である。1706年に出版されたエッセイ「イタリアの風  

習にのっとったオペラについてのエッセイ（“AnEssayontheOperaSaftertheItalianManner，  

Whichareabouttobeestablish’dontheEnglishStage・WithsomeRenectionsonthedamage  

whichtheymaybringtothePublick，’）」において、彼は激しくオペラを攻撃する。彼にとって  

許しがたいのは、オペラが国家の利益を著しく害することである。デニスによれば、叙事  

詩や英雄詩といった詩こそ、人々の精神を称揚し、国家の利益につながるものであるのに  

対して、オペラはその精神を破壊し損なうものである。優しく甘美な音楽は、人々の感覚  

を和らげるが、これによって男性は去勢され（“emasculating”）、自分を愛して自己利益を優  

先させるため、国家に目を向けなくなるというのである（389）。   

このような危機にあることを憂えて、デニスがオペラを批判するために用いるのが、「ゴ  

シック」（Gothick）という語である。  

WhatmustthoseStrangerSSay，Whentheyseethatweleavesoreasonableandsoinstructive  

an，EntertainmentasTragedy，fbronesopemiciousandsoextremelyabsurd？fbrthereis  

SOmethingintheItalianOpera，WhichisBarbarousandGothick，andsocontrarytoatrue  

Taste，thatanOperainanyCountrycanbeonlyadvanc’dbythesameDegreesthattheTbste  

OfMenisdebauchld丘）rmOregenerOuSArts・（391）  

イングランド人が、オペラのような有害でばかげたもののために、国家にとって有益な悲  

劇のような娯楽を打ち捨てているのをみたら、一体外国人はなんというだろうか。デニス  

によれば、イタリア■オペラには何か野蛮（Barbarous）で、「ゴシック」な（Gothick）な、真の  

趣味（山re恥ste）に反したものがあるのである。さらに次の引用において、デニスのオペラ  

とゴシックにまつわる二項対立的思考は極まる。  

IfthatistrulythemostGothick，Whichisthemostoppos’dtoAntique，nOthingcanbemore  

GothickthananOpera，SincenothingcanbemoreopposldtotheantientTragedy，thanthe  

modemTragedyinMusick，becausetheoneisreasonable，theotherridiculous；theoneis  

art且1l，theotherabsurd；theonebeneficial，theotherpemicious；inshort，theonenatural，  

andtheothermonstrous．（39）   

もしオペラが黄も「ゴシック」なものであるなら、「ゴシック」とはもっとも「古代」（Antique）  

に反しているということであるので、オペラほど「ゴシック」なものはないということに  

なる。なぜなら「現代」の音楽による悲劇（オペラのこと）ほど、「古代」の悲劇に反してい  

るものはないからである。一方は理性的であり（reasonable）、他方はばかげている（ridiculous）。  
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一方は技巧があり（artfu1）、他方は意味がない（absurd）。一方は有益で、他方は有害である。  

すなわち、「古代」の悲劇は自然であり（natural）、オペラは怪物的である（monstrous）。   

このように「ゴシック」は「古代」の対立項として、「自然」に反するものに用いられる。  

いささか議論が循環しているようにもみえる、デニスによるオペラと「ゴシック」につい  

ての論考であるが、それが最終的に行き着くのが、1670年代以降延々と続けられてきた「オ  

ペラ＝反自然」という議論であるこということは、もはや確認するまでもないことだろう。  

「古代」、「自然」、「よい趣味」等あらゆる賞讃されるべきものの反対に、「ゴシック」なオ  

ペラは存在する。アデイソンは、それこそをイングランド・オペラから排そうとしたのだ。   

6．終わりに  

マールバラ公の戦勝を記念したプレニム城建設にあたって、建築家ジョン・ヴアンプラ  

が強く求めたのは、実は、当時廃墟となっていたかつての王族の館跡を残すことであった。  

景観を壊すとしてこの廃墟を取り壊そうとしたマールバラ公夫人に宛てた書簡「かつての  

荘園の部分を保存するために申し出る理由（”ReasonO飴rldfbrPreservingSomePaTtOfthe  

OldManor”）」（1709）で彼は次のように訴える。  

Itcan’tindeedbesaid，itwasErectedonsoNoblenoronSojusti爪ableanOccasion，Butit  

WaSrais’dbyOneoftheBravestandmostW訂IikeoftheEnglishKings；andtho’ithasnot  

beenFam’d，aSaMonumentofhisArms，ithasbeentenderlyregardedastheSceneofhis  

A能ctions．NoramongsttheMultitudeofPeoplewhocomedai1ytoViewwhatisralSlngtO  

theMemoryoftheGreatBa仕1eofBlenl1eim；ArethereanythatdonotruneagerlytoSee  

whatAncientRemainsaretobefbuTld，OfRosamondsBower（302）  

ウッドストックの廃墟は何か気高い意図に応じて作られたものではないが、確かにイング  

ランド王の愛情の場（theSceneofhisA蝕ctions）なのだ。プレニムの戦いの記念としてそこに  

参じる人々の中で、ロザモンドの館という「古代」の遺跡（AncientRemains）をみたいと思  

わない人がいるだろうかとヴアンプラは訴える。結局のところ、ヴアンプラの願いは聞き  

届けられず、廃墟は取り壊されるが、このときのヴアンプラの訴えこそ、『ロザモンド』の  

企図と呼応するものであるだろう。ヴアンプラは書簡でウッドストックを「古代のウッド  

ストック荘園」（ancientWoodstockManour）と称する。すなわち、ここでは中世の王の廃墟  

に、イングランドの「舌代」をみる現象が起きているのである。   

Fロザモンド」は、ウッドストックを媒介としてイングランドの過去と現在とを繋ぎ、  

望ましい歴史を創出しようとするオペラであった。そこで目指されたのは「簡明」かつ「真  

実に忠実」な歴史記述であり、このために『ロザモンドjからはそれを損なう寓意表現等  

が排される。このような表現こそ「簡明さ」の対抗物とされた「ゴシック」なるものであ  
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ったのだ。「ゴシック」を排そうとした『ロザモンド』は、中世の王の廃墟を保存し、それ  

を「古代の」と称すヴアンプラの嘆願同様に、起源としての「古代」イングランドをえが  

くことで、イタリア・オペラではない、イングランド「特有の」オペラを創出しようと試  

みたのだということができる。  

注   

－『アルシノエ』はドルリー・レーン劇場での初演から、24回公演を続けるという大成功をおさめる（Fiske   

33）。脚本はトマゾ・スタンザーニ（1もmasoS加Zani）、舞台デザインはサー・ジェイムズ・ソーンヒル  

（SirJamesTh。mhill）、イングランド人のキャストによって全篇英語で上演された。1676年ボローニヤ   

で初演の『アルシノエ』（．血血ダ）の、ピーター・モットウー（PeterMotteux）による英訳であり、元々の   

曲はビュトロ・フランチェノシーニ（PietroFrancheschini）による。すなわち、イタリア・オペラとは、   

イタリア語で上演されたオペラのことを指す訳ではない。当時イタリア・オペラとほ、台詞と歌曲と   

を分けたドラマティノク・オペラと区別Lて、レチタティーヴオとアリアを用いた全篇歌で構成され   

たオペラのことを指した。耶吾についてはロバート・D・ヒューム（RobertD．Hume）の次の定義を参考   

にした。・1willuse“Englishoperal’or‘－semi－OPera”todesignateRlll－1engthworksonthemixedmodel…and   

“ltalianopera’’（WhethersunginEnglishorJtallan）torefbrtoworksthatwerea11sung・’’（96）  

：1706年にはピー】クー・モノトウーの『愛の神殿出花ど花叩／gげ山l・eJ、『カミラ』（亡b／扉〃α）が上演される。   

『カミラ』は1696年のジョバンニ・ポノンチーニ（GiovanniBattistaBononcini）作曲『カミラの勝利』（〟   

Ⅳわゆd〔五胡〟瑚の、モットゥ一による翻訳であったが、キャストの関係上英語とイタリア語混在で   

上演された。White（142）を参只‰  

、『ロザモンド』の作曲したのはトマス・クレイトン。全筒歌で構成された『ロザモンド』は、しかし   

失敗に終わり、3日間Lか上演されなかった。Gilman（266）を参照。  

4 ルネサンス朋から流布していたバラッド」エβ朗g′加納βα眈d〆凡才r伽∫α椚〃〃dぷ函g肋〃り血∫eco〃離   

Co〃CⅣム加．≠血－リd叩】ノJわ加α7月毎9王‘ge〃封血仁山／力ど柏mo〟∫伽lリerげ抒bo血oc丸〃紺rαゆdや、John   

BancroR，肋叩りんg助co〃dぷJ喝げ助gね〃かl車力／んg壷〃／カげ伽∫α椚0〃d（1693）等。  

5 バラッドは、ロザモンドが毒杯を飲んだ後を次のように結ぷ。“Herbodythentheydidentomb，／Whenlift   

WaSnedaway，／AtWoodstock，nearetOOxfbrdtowne，／Asmaybescenethisday．”  

hJosephAddison，Ro5amOnd（London，1707）．『ロザモンド』からの引用は、この版によるものとし、括弧   

内にべージ数を示す。  

7 ハモンドは、王と女王との和解に、1707年のスコットランドとの合邦を読みこむ。（Hamond622）。  

パ スペイン継承戦争については友清埋土『スペイン継承戦争－マールバラ公戦記とイギリス・ハノーヴ   

ア一朝誕生史』（彩流社、2007）を参照。  

り」β由／og王′g如rgど〃恥血′Cロ∫血α〃dβね〃／Je血肋〟拷血励αJげ血伽如げ朗brJゐ0′0咽ろJ♪珊grかcαJ柑   

胸α如ocた一β釧で「（1708）やWilliamHadson，抒bo血ocÅクβr鬼（1706）等。  

■l－ DavidGreen，B］enheLmPalace（Norwich：JarTOld，1993）12－13．  
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1t ブリトン人とは、正しくは紀元前55年以降のブリテン島へのローマ軍侵攻の際に、島の南部に住んで   

いたケルト人のことを指す譜であるが、15世紀以降のチエーダー朝イデオロギいの中で、イングラン   

ド・スコットランド・ウェールズという複合体からなるブリテン鳥を、古代70リトン人の名の下に統   

合する象徴的な語とLて機能していく。以下「ブリトン人」という場合、このような意味を含めた上   

でこの語を用いる。  

12 『アーサー王』では大団円の後マーリンが杖を振るとシーーンが変わ【）嵐の海が現れ風神アイオロスが   

登場し歌う。JohnDryden，KingArtjuLr，T71e勒rksqrJoh，．DTy虎，］．VOl．16，ed．ⅥntonA．Dearing（Berkeley：   

UorCalifbmiaIミ1996）5．2．90－93参照。J  

li18世紀初頭のGothicという語の変遷についてはl＿On糾eil（453ト1。（｝Vqioy（435）を参照。この時斯の歴史   

記述における「ゴシック」という語の接待‖ニついてほRobinSowerb）＼・・The（jothin川storyandPre・Gothie   

Gothic，”Aco叩aniontotheGothic，ed．t）avidPunter（Oxfbrd：Blackwell，2000）15－2bを参軋   
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